
 【調査研究 A チーム】 
 
研究テーマ  

 

研究の目的 

探究的な学びの重要性が高まり、個別最適な学びと協働的な学びを通して、いかに物事の本質的な部分
で深い学びが行われるかが問われる中で、各校園では様々な取り組みが進んでいる。その際、ＩＣＴを効
果的に活用することで、児童生徒の充実した学びや教職員の負担軽減につながる実践も見られるように
なってきている。 

一方、GIGA スクール構想の実施により、教育現場では児童生徒の一人一台端末の導入が進められた
が、教員のＩＣＴ活用においては、学校あるいは個人によって差があり、「チーム学校」としてＩＣＴの
積極的な活用を推進する上での悩みも多いと聞く。 

本研究では、学校現場の教職員からの声を聞き、ていねいに整理分析し、学校全体の組織力、教員同士
のつながりの強化に焦点をあて、ＩＣＴをより効果的に活用しながら学校目標及び教員個々の願いを実
現していくための支援の方向性を探っていく。 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業におけるクラウド利用  授業以外におけるクラウド利用 

１ クラウド活用の実態調査アンケートから見えてきた課題 

授業において、クラウドを「よく使う」「たまに使う」と答えた人の割合が全体の８割。授業以外で
クラウドを「よく使う」「たまに使う」と答えた人の割合が全体の７割。  

また、右上の相関グラフから、教科においてクラウドをよく活用しているクラスは、教科以外での活
用割合も高く、教科で全く使わないと、教科以外でも使われない現状が見えてくる。どちらからでも、
活用の効果が実感できれば、自然とあらゆる場面での活用に発展していく可能性が高いといえる。 

調査研究報告１年目 〔令和４・５年度 継続研究〕  

「教師の ICT 活用指導力の向上」につなげるための学校マネジメント 
～「チーム学校」による協働的な学びへの支援のあり方～ 

教科以外で 教科以外で 教科以外で 教科以外で 

（２） ＩＣＴを活用する上での先生方の悩みと今後の課題 〔Ｒ４ ICT 研修講座受講者アンケートより 〕 

◆自分が使えない。知識不足。慣れていない。浸透していない。共有の意味が分からない。 
◆教師間の技術格差。使い方を学べる機会がない。◆生徒間の格差。◆トラブル時の対応。 
◆効果的な活用を見据えた教材研究・アイデアの欠如。◆教材の準備に時間がかかる。 
◆せっかくクラウドで共有ができるツールを使っているのに、職場内、地域内、国内などで教材の共有

などがあまり進まない。 
◆学年や学校で足並みを揃えた授業や活動に取り組みづらい。◆校内の研修時間が確保しにくい。 
◆「使えない」先生と「使わない」先生がおり、特に使わない先生に、どのようにして使っていただく

かが難しい。担当ばかりが進んでしまってもだめな気がして、いい方法を模索しているところ。 

〔 R4 総セ ICT 関連の研修講座 163 名へアンケート 〕 

 

教科と教科以外のクラウド使用（相関割合） 

（１） ７割超の先生方がクラウドを活用して教育活動を実施！！ 

◇一台端末は導入されたが、授業や学校生活の中で、一人で ICT と向き合うことに大きな壁を感じてい

る職員が多い。一人で何とかしようとしている先生が多いため、やりたいことがあっても実現に至る

までの知識や技能が伴わずにあきらめてしまっている。 

◇ICT の活用に進んで取り組んでいる学級とそうでない学級の差がそのまま、児童生徒の ICT 利用の差

につながっている。学校内、学年内等における情報共有が希薄になっている。 

◇ICT やクラウドの魅力を実感できていない。さらに解決するための研修が実現できていない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校マネジメントの視点から、学校組織における情報共有や相互協力がよりよく機能するための方
法を、ＩＣＴ活用の可能性を加味して全職員で考えることで、ＩＣＴ（クラウド）が効果的であること
を実感し導入が促進されたり、教師のＩＣＴ活用指導力が向上したりするとともに、「チーム学校」
を実現するための場の設定を研究する。 
 

令和５年度 
新規講座の開設 

 
期日 令和５年６月 30 日（金） 在勤校等によるオンライン  〔定員なし〕 
対象 現代的な諸課題への対応講座  各校の ICT 担当、ミドルリーダー、管理職の先生方等 
内容 講義演習  「教員の学びと働き方を変えるクラウド活用」 

講師 信州大学学術研究院教育学系 准教授 佐藤 和紀 先生 
   演習    〇実践事例から学ぶ（小中高） 
         〇グランドデザインをもとに考える ICT 活用の可能性（グループでの協働演習） 

２ 「チーム学校」力を高めるために ～ＩＣＴを活用する魅力やビジョンを共有～ 

「学校組織マネジメント応用Ⅲ」 
～ICT 活用と学校マネジメント～ 

総セ所員による合同ワークショ
ップを行い、共通のグランドデザイ
ンや日課表をもとに、学校で大事に
している取組を、ＩＣＴ（クラウド）
を活用することでより活性化させ
る方法を検討しました。 

共同編集で各自の考えを入力し、
情報交換し、取組の難易度や取組を
実行するための具体的な方法等も
議論することで、ＩＣＴ活用のイメ
ージが見えてきました。 

グループで話をしていると、自分一人では考えつかないような ICT の活用方法
が共有できるし、みんなで考えるから ICT 担当だけが苦労することがなくなる
かも！これなら「チーム学校」の活性化にもつながりそう！ 

 

アイデアを出すだけじゃなくて、具体的にどうやったら実現できそうかまで話すと、ICT
が苦手な私でも「あっ、それならあの授業でもできそう」ってイメージわく！ 

（１） 研究の方向 

（２） 日課表やグランドデザインから ICT の可能性を探る 〔総セワークショップから〕 

（３） お知らせ〔上記の内容を盛り込んだ研修を以下のように計画します。是非ご参加ください。〕 


